
弱い痛み 強い痛み
43% 57%

喫煙者は、非喫煙者よりも
1.54倍腰痛になりやすい1）。

腰や関節の痛み

がんに関連
した痛み
喫煙者は、非喫煙者よりも
痛みを強く感じる2）。

手術後の痛み
喫煙者は、非喫煙者よりも
1.58倍手術後の痛みが
強くなりやすい3）。
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痛みを和らげるためにも、ぜひ禁煙を！
タバコの本数を減らしても効果はありません。

1）Zvolensky MJ, et al. Addict Behav. 2010; 35: 1008-1012. 
2）Daniel M, et al. J Pain. 2009; 10: 323-328.
3）Sun K, et al. Sci Rep. 2020; 10: 795.

非喫煙者
（n=742）

喫煙者
（n=151）

いつまでもよくならない痛み
悪化していく痛み・・・

それはタバコのせいかもしれません
思い切って禁煙してみませんか？
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データでみる喫煙による痛みの増強 痛みの治療を受けている患者さんへ



長期間タバコを吸っていると
あなたの身体、脳、こころにさまざまな変化が起こります。

身体への影響
骨がもろくなったり

背骨の椎間板が変形したりする。
傷が治りにくくなる。

痛みが和らぐのに
より多くのニコチンが必要となる。

ニコチン受容体が変化し
痛みを感じやすくなる。

脳への影響

憂うつな気分になったり
気持ちが落ち込みやすくなる。

こころへの影響
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ニコチン
受容体
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タバコには紙巻きタバコだけではなく、ニコチンを含む
新型タバコ（加熱式タバコ、電子タバコ）も含まれます。

一時的に
和らいだ
痛みが
再び強くなる

受容体に
くっついていた
ニコチンがなくなる

タバコを吸いたい！
（禁断症状）

ニコチンが
体内に取り
込まれる

ニコチンが
脳の受容体にくっつく

痛みが
和らぐ

脳内で
快感を生む
物質が出る

ドーパミン

（ドーパミン）

痛みの治療を受けている患者さんへ

タバコ（ニコチン）で痛みが和らぐのは一時的です。

　　　長期的にはむしろ、痛みが強まることがわかっています。

タバコを吸ったとき
あなたの体内では
このようなことが
起こっています。

喫煙をくり返すとニコチンの
快感や痛みの和らぎ効果が
少なくなります。

ニコチンが減ってくると
脳がニコチンを欲しがる

喫煙


